
柏 市 消 防 水 利 施 設 整 備 基 準  

 

 制 定  令 和 ３ 年  ３ 月 ２ ５ 日  

施 行  令 和 ３ 年  ４ 月  １ 日  

 

１  趣 旨  

  こ の 基 準 は ， 柏 市 開 発 行 為 審 査 基 準 に 基 づ き ， 消 防 水 利  

 の 基 準 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

２  消 防 水 利 に 関 す る 指 導 基 準  

  消 防 水 利 は ， 消 防 水 利 の 基 準 （ 昭 和 ３ ９ 年 消 防 庁 告 示 第  

 ７ 号 ） に 適 合 す る こ と 。  

３  配 置 基 準  

 ( 1 )  消 防 水 利 は ， 公 設 の 消 防 水 利 を 中 心 と し て 次 の 表 の 左  

  欄 に 掲 げ る 用 途 地 域 の 区 分 に 応 じ ， そ れ ぞ れ 同 表 の 右 欄  

  に 定 め る 半 径 の 円 を か い た 場 合 に ， 開 発 区 域 の 全 域 が 包  

  含 さ れ る よ う に 配 置 す る こ と 。  

用 途 地 域  半 径  

近 隣 商 業 地 域 ， 商 業 地 域  

工 業 地 域 ， 工 業 専 用 地 域  

１ ０ ０ ｍ  

そ の 他 の 用 途 及 び 用 途 地 域 の 定 め ら れ て

い な い 地 域  

１ ２ ０ ｍ  

 ( 2 )  河 川 ， 鉄 道 ， 国 道 ， そ の 他 交 通 量 の 多 い 道 路 及 び 歩 行  

  距 離 等 に よ り 消 火 活 動 に 支 障 が あ る 場 合 は 消 防 水 利 に 含  

  め な い （ 図 １ 参 照 ）。  

 ( 3 )  隣 接 す る 市 の 消 防 水 利 は 消 防 水 利 に 含 め な い 。  

 ( 4 )  開 発 区 域 の 面 積 が ３ ， ０ ０ ０ ㎡ 以 上 の 場 合 は ， 防 火 水  

  槽 １ 基 以 上 を 設 置 す る も の と す る 。  

 ( 5 )  消 火 栓 及 び 防 火 水 槽 の 割 合 を 考 慮 し ， 消 火 栓 の み に 偏  

  す る こ と が な い よ う 配 置 す る こ と 。  

 



図 １  消 防 水 利 の 包 含 判 定 例  

 

 

 

 

 

 

 



４  消 火 栓 の 基 準  

 ( 1 )  呼 称 ６ ５ の 口 径 を 有 す る も の で あ っ て ， 直 径 １ ５ ０ m m  

  以 上 の 管 に 取 り 付 け ら れ て い る も の で あ る こ と 。た だ し ， 

  管 網 の 一 辺 が １ ８ ０ ｍ 以 下 と な る よ う に 配 管 さ れ て い る  

  場 合 は ， 直 径 ７ ５ ㎜ 以 上 と す る こ と が で き る 。  

 ( 2 )  私 設 消 火 栓 の 水 源 は ， ５ 個 の 施 設 消 火 栓 を 同 時 に 開 弁  

  し た と き の 取 水 可 能 量 が 毎 分 １ ㎥ 以 上 で あ っ て ， か つ ，  

  連 続 ４ ０ 分 以 上 の 給 水 能 力 を 有 す る も の で あ る こ と 。  

５  防 火 水 槽 の 基 準  

  別 記 消 防 水 利 設 置 基 準 に よ る 。  

６  関 係 書 類 の 届 出  

  防 火 水 槽 を 設 置 す る と き は ， 次 に 掲 げ る 書 類 を 各 ２ 部 提  

 出 す る も の と す る 。  

 ( 1 )  消 防 水 利 設 置 承 認 申 請 書 （ 第 １ 号 様 式 ）  

 ( 2 )  案 内 図 ・ 公 図 （ 写 し 可 ）  

 ( 3 )  土 地 利 用 計 画 図 （ 防 火 水 槽 及 び マ ン ホ ー ル ， 採 水 口 ，  

  水 利 標 識 の 位 置 等 が 識 別 で き る も の ）  

 ( 4 )  防 火 水 槽 構 造 図 ・ 設 置 詳 細 図 ， 標 識 及 び 採 水 口 ， 鉄 蓋  

  （ 落 下 防 止 柵 付 ）の 承 認 図 ，フ ェ ン ス 及 び ポ ー ル の 構 造 ・ 

  詳 細 図 ， 建 物 等 の 平 面 図  

 ( 5 )  型 式 認 定 証 の 写 し （ 二 次 製 品 の 場 合 ）  

 ( 6 )  そ の 他 ， 消 防 局 長 が 必 要 と す る 図 面  

７  防 火 水 槽 の 検 査  

  防 火 水 槽 を 設 置 す る 場 合 は ， 検 査 申 請 書 （ 第 ２ 号 様 式 ）  

 を 提 出 し ， 次 の と お り 検 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

 ( 1 )  割 栗 ・ 砕 石 敷 検 査  

 ( 2 )  配 筋 検 査 （ 地 中 ば り 等 ）  

 ( 3 )  躯 体 検 査  

 ( 4 )  竣 工 検 査  

８  補 足  

  こ の 要 領 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は ， 消 防 局 長 が  

 別 に 定 め る 。  

 



   附  則  

１  こ の 基 準 は ， 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

  （ 柏 市 消 防 水 利 施 設 整 備 基 準 要 領 の 廃 止 ）  

２  柏 市 消 防 水 利 施 設 整 備 基 準 要 領 （ 平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 ）  

 は 廃 止 す る 。  

   附  則  

 こ の 基 準 は ， 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 



柏 市 防 火 水 槽 構 造 基 準  

１  分 類  

  本 基 準 に よ る 防 火 水 槽 の 分 類 は 次 の と お り と す る 。  

公 設  

防 火 水 槽  

柏 市 に 用 地 及 び 付 帯 施 設 を 含 め 帰 属 し ，消 防 局  

が 維 持 ・ 管 理 す る 防 火 水 槽  

私 設  

防 火 水 槽  

柏 市 以 外 が 所 有 し ， 維 持 ・ 管 理 す る 防 火 水 槽  

２  区 分  

  水 槽 は 設 置 す る 場 所 に よ り 次 の よ う に 区 分 す る 。  

Ⅰ 型  
自 動 車 が 進 入 す る お そ れ の な い 公 園 ，宅 地 な ど  

の 地 下 に 設 置 す る も の  

Ⅱ 型  
上 記 以 外 の 場 所 の 地 下 に 設 け る も の で 総 重 量

２ ０ ０ ｋ Ｎ の 自 動 車 荷 重 が 積 載 さ れ る も の  

Ⅲ 型  
同 上 の 総 重 量 ２ ５ ０ ｋ Ｎ の 自 動 車 荷 重 （ Ⅱ 型 ） 

が 積 載 さ れ る も の  

３  防 火 水 槽 の 種 類  

  防 火 水 槽 は 原 則 と し て ， 財 団 法 人 日 本 消 防 設 備 安 全 セ ン  

 タ ー が 認 定 し た 二 次 製 品 防 火 水 槽 を 使 用 す る 。 た だ し 私 設  

 防 火 水 槽 に つ い て は ， 現 場 打 ち 防 火 水 槽 又 は 地 中 ば り 防 火  

 水 槽 と す る こ と が で き る 。  

４  基 本 構 造  

 ( 1 )  容 量 は ４ ０ ㎥ 以 上 と し ， 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 と す る 。  

 ( 2 )  原 則 と し て 平 地 に 設 置 し ， 地 下 式 と す る 。 た だ し 地 下  

  式 が 設 置 で き な い 場 合 は 半 地 下 式 と し ， 高 さ ５ ０ ㎝ 以 下  

  と す る 。  

 ( 3 )  地 表 面 か ら 取 水 部 底 面 ま で の 落 差 は ４ ． ５ ｍ 以 下 で あ  

  る こ と 。  

 ( 4 )  吸 管 投 入 孔 は 丸 型 を 原 則 と し ， 内 径 ６ ０ ㎝ 以 上 に も の  

  を ２ 箇 所 以 上 設 け る こ と 。  

 ( 5 )  吸 管 投 入 孔 の 直 下 に ， 集 水 ピ ッ ト を 設 け る こ と 。 幅 は  

  一 辺 が ６ ０ ㎝ 以 上 の 方 形 ま た は 円 形 と し ， 深 さ は ５ ０ ㎝  

  以 上 と す る こ と 。  



 ( 6 )  柏 市 に 帰 属 す る 防 火 水 槽 の 鉄 蓋 は ， 市 章 及 び 市 名 の 表  

  記 を し た 柏 市 指 定 の 鉄 蓋 を 使 用 す る こ と （ 図 ２ 参 照 ）。  

 

 

 ( 7 )  水 槽 は 耐 震 性 及 び 水 密 性 を も っ た も の と し ， 消 防 防 災

施 設 整 備 費 補 助 金 交 付 要 綱 （ 平 成 ３ 年 ４ 月 ２ ２ 日 消 防 消

第 ９ ６ 号 ） 第 ４ 条 に 定 め る 規 格 以 上 の も の と す る 。  

 ( 8 )  水 槽 内 部 に は ， 給 水 管 ・ 配 水 管 ・ 電 気 配 線 等 他 用 途 の  

  配 管 を 通 さ な い こ と と す る 。  

 ( 9 )  吸 管 投 入 孔 か ら 水 槽 底 に 降 り る こ と が で き る よ う タ ラ  

  ッ プ 等 を 設 け る こ と と し ， そ の 埋 設 部 が 漏 水 の 原 因 と な  

  ら な い 構 造 と す る こ と 。  

 ( 1 0 )  基 礎 は 割 栗 ・ 砕 石 敷 ２ ０ ㎝ 以 上 と す る な ど ， 必 要 な

基 礎 固 め を 行 う こ と 。  

 ( 1 1 )  給 水 栓 は 設 置 し な い こ と 。 た だ し 飲 料 水 用 耐 震 性 貯  

  水 槽 は 除 く 。  

 

 

 

図 ２  



 ( 1 2 )  水 槽 内 の 壁 面 に 充 水 の 最 高 限 度 ， 充 水 量 を 樹 脂 系 の  

  黄 色 の ペ イ ン ト で 表 示 を す る こ と 。 た だ し 満 水 面 ま で 距

離 が あ り ， 目 視 で の 確 認 が で き な い 場 合 は ， 満 水 面 ま で

の 距 離 を 記 載 し た 表 示 板 を 設 置 す る こ と （ 図 ３ 参 照 ）。  

 

 

 

５  現 場 打 ち 防 火 水 槽 の 構 造 基 準  

  現 場 打 ち 防 火 水 槽 は ， 前 記 ４ の 基 準 に 適 合 す る も の の ほ

か ， 消 防 防 災 施 設 整 備 費 補 助 金 交 付 要 綱 （ 平 成 ３ 年 ４ 月 ２

２ 日 消 防 消 第 ９ ６ 号 ） 第 ４ 条 に 定 め る 規 格 以 上 の も の と す

る 。  



５  地 中 ば り 防 火 水 槽 の 構 造 基 準 （ 図 ４ 参 照 ）  

 

 ( 1 )  上 階 が 居 室 等 の 場 合 ， 必 要 に 応 じ て 天 井 に 防 湿 工 事 を  

  施 す こ と 。  

 ( 2 )  吸 管 投 入 孔 を 設 け ら れ な い 場 合 は ， 点 検 口 ， 採 水 口 及  

  び 通 気 管 を 設 け る こ と 。  

  ア  点 検 口 は 直 径 ５ ０ ㎝ 以 上 と す る 。  

  イ  採 水 口 は 単 独 配 管 （ 口 径 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 ） を ２ 口 以  

   上 設 け る こ と と し ， １ ０ ０ ㎥ 型 以 上 の 防 火 水 槽 に つ い  

   て は ， ４ 口 以 上 設 け る こ と と す る 。  

  ウ  標 準 ポ ン プ 車 を 使 用 し て ， １ ㎥ / m i n 以 上 の 取 水 が で  

   き る よ う に 設 計 す る こ と （ 別 表 １  算 定 表 ）。  

  エ  給 水 口 は 取 水 ピ ッ ト 床 面 よ り ２ ０ ｃ ｍ 程 度 離 す こ と  

   （ 図 ５ 参 照 ）。  

オ  採 水 口 の 取 り 付 け 高 は ， 地 盤 面 か ら 結 合 部 の 中 心 ま  

 で ０ ． ５ ｍ 以 上 １ ． ０ ｍ 以 下 と し ， 採 水 口 相 互 間 は ５  

 ０ ㎝ 程 度 す こ と 。  

  カ  採 水 口 の 材 質 は ， 強 度 ， 耐 蝕 性 及 び 耐 熱 性 を 有 す る

も の と し ， 結 合 部 は 呼 称 ７ ５ ｍ ｍ の メ ス ね じ で ， J I S B  



   9 9 1 2（ 消 防 用 ね じ 式 結 合 金 具 の 結 合 寸 法 ） に 適 合 す る  

   こ と （ 図 ６ 参 照 ）。

  

キ  揚 水 時 間 が ３ ０ 秒 以 上 か か る 場 合 は ， 必 ず 採 水 口 付  

 近 に そ の 旨 を 表 示 す る こ と （ 図 ７ 参 照 ）。  



 

 

  ク  通 気 管 の 口 径 は １ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 と す る こ と 。 た だ し  

   １ ０ ０ ㎥ 型 以 上 の 防 火 水 槽 は １ ５ ０ ｍ ｍ と し ， 先 端 は  

   １ ８ ０ 度 曲 げ て 異 物 の 混 入 を 防 止 す る た め の 網 を 設 け  

   る こ と 。  

    ま た 材 質 は 耐 久 性 ， 耐 腐 食 性 を 有 す る も の と す る 。  

 ( 3 )  水 槽 が 区 画 さ れ て い る 場 合 は ， 硬 質 の 塩 化 ビ ニ ー ル 管  

  等 を 使 用 し 各 区 画 ご と に 通 気 口 ， 通 水 口 及 び 人 通 口 を 設  

  け る こ と 。  

  ア  通 気 口 は ， 口 径 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 と し ， は り の 上 部 に  

   ２ か 所 以 上 設 置 す る こ と （ １ ０ ０ ㎥ 水 槽 の 場 合 は ４ か  

   所 ）。  

  イ  通 水 口 は 口 径 １ ５ ０ ｍ ｍ 以 上 で 各 は り の 下 部 に ２ か  

   所 以 上 （ １ ０ ０ ㎥ 水 槽 の 場 合 は ４ か 所 ） と し ， 底 盤 に  

   接 す る よ う に す る 。  

  ウ  人 通 口 は 直 径 ６ ０ ㎝ 以 上 と す る 。 た だ し 各 区 画 に 点  

   検 口 を 設 け た 場 合 は そ の 限 り で は な い 。  

６  防 火 水 槽 用 地 等 の 基 準  

 ( 1 )  防 火 水 槽 は 道 路 脇 等 ， 消 防 車 両 が 容 易 に 接 近 で き る 位  

  置 と し ， 停 車 位 置 か ら 吸 管 投 入 孔 ま で 概 ね ２ ｍ 以 内 と す  

  る こ と 。  

 ( 2 )  防 火 水 槽 は ， 周 囲 に １ ｍ 以 上 の 用 地 を 確 保 し （ 図 ８ 参

照 ），危 険 防 止 の た め フ ェ ン ス 等 を 設 置 す る こ と 。フ ェ ン

ス は エ キ ス パ ン ド メ タ ル フ ェ ン ス と し ， 高 さ １ ． ２ ｍ 以

上 と す る こ と 。 た だ し ， 付 近 の 状 況 や 景 観 を 考 慮 す る 必

要 が 認 め ら れ る 場 合 は こ の 限 り で な い 。  

図 ７  



 ( 3 )  市 管 理 公 園 へ の 設 置 に つ い て は ， 公 園 管 理 者 と 協 議 し  

  公 園 の 占 用 条 件 を 満 た す こ と 。（ 図 ９ 参 照 ）  

 ( 4 )  防 火 水 槽 用 地 は ， 原 則 と し て 車 両 が 用 地 に 進 入 ま た は  

  駐 車 で き な い よ う に 車 止 め 等 を 設 置 す る 。 車 止 め の 間 隔  

  は １ ｍ か ら １ ． ５ ｍ 間 隔 と し ， チ ェ ー ン は 外 す こ と が で  

  き な い よ う に 固 定 す る こ と 。  

 ( 5 )  防 火 水 槽 の 用 地 の 境 界 に は ， 当 該 境 界 を 明 確 に す る た  

  め の 表 示 を し な け れ ば な ら な い 。  

 ( 6 )  公 設 防 火 水 槽 用 地 の 地 表 面 は ， 原 則 と し て ， コ ン ク リ  

  ー ト 舗 装 （ 厚 さ １ ０ ㎝ 以 上 ） と す る 。 た だ し ， 付 近 の 状  

  況 や 景 観 を 考 慮 す る 必 要 が 認 め ら れ る 場 合 は こ の 限 り で  

  は な い 。  

 ( 7 )  防 火 水 槽 を 設 置 し た 場 合 は ， 標 識 を 設 置 す る こ と （ 図  

  １ ０ 参 照 ）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９  公 園 内 地 下 占 用 例  

図 １０  



別 表 １  

配 管 口 径 算 定 要 領  

１  換 算 管 長 を 求 め る  

   ９ ０ °エ ル ボ ，    ４ ５ °エ ル ボ        逆 止 弁              仕 切 弁  

    ベ ン ド 使 用 個 数     使 用 個 数           使 用 個 数            使 用 個 数  

  （   ×   ） ＋ （   ×   ） ＋ （   ×   ） ＋ （   ×   ）  
    Ａ 表 の 数 値          Ａ 表 の 数 値         Ａ 表 の 数 値          Ａ 表 の 数 値  

   ＝    ｍ （ 換 算 管 長 ）  

 Ａ 表  

種 別  
口 径  

（ ｍ ｍ ）  

９ ０ °  

エ ル ボ  

９ ０ °  

ベ ン ト  

４ ５ °  

エ ル ボ  
逆 止 弁  仕 切 弁  

Ｓ Ｕ Ｓ  

（ ス テ ン レ ス ）  

１ ０ ０  ３ .２  ―  １ .５  ８ .７  ０ .７  

１ ２ ５  ３ .９  ―  １ .８  １ ０ .９  ０ .８  

Ｐ Ｅ  

（ポリエチレン）  

Ｐ Ｗ Ａ １ ０ ０  ５ .５   １ .０   

Ｊ Ｗ Ｗ Ａ １ ０ ０  ５ .９   １ .１   

１ ２ ５  ７ .４   １ .４   

１ ５ ０  ―   １ .９   

※ Ｐ Ｗ Ａ  配 水 用 ポ リ エ チ レ ン  

※ Ｊ Ｗ Ｗ Ａ  日 本 水 道 協 会 規 格  

２  管 長 を 求 め る  

  実 際 の 管 長     前 １ の 換 算 管 長   管 長  

      ｍ  ＋      ｍ   ＝     ｍ  

３  摩 擦 損 失 水 頭 を 求 め る  

  前 ２ の 管 長     Ｂ 表 の 数 値     摩 擦 損 失 水 頭  

      ｍ  ×     ｍ   ＝     ｍ  

４  損 失 水 頭 を 求 め る  

  前 ３ の 摩 擦 損    採 水 口 か ら の 落 差  

      ｍ  ＋      ｍ   ＝     ｍ  

 

       ｍ  ＜  ６ .６ ０ ｍ  な ら ば 給 水 可 能  

  ※ 上 式 を 満 足 し な い 場 合 は ， 口 径 を 換 え て 計 算 し な お す 。  

  Ｂ 表  

 

種 別  口 径 （ ｍ ｍ ）  定 数  

Ｓ Ｕ Ｓ  
１ ０ ０  ０ .０ ４ ４ ６  

１ ２ ５  ０ .０ １ ５ ５  

Ｐ Ｅ  

Ｐ Ｗ Ａ １ ０ ０  ０ .０ ６ １ ２  

Ｊ Ｗ Ｗ Ａ １ ０ ０  ０ .０ ４ １ ８  

１ ２ ５  ０ .０ １ １ ７  

１ ５ ０  ０ .０ １  



  年   月   日  

 

 柏 市 消 防 局 長   宛 て  

 

事 業 主  住 所  

                 氏 名         

                 電 話  

施 工 者  住 所    

                 氏 名         

                 電 話  

設 計 者  住 所  

                 氏 名         

                 電 話  

 

消  防  水  利  設  置  承  認  申  請  書  

 下 記 の と お り 消 防 水 利 を 設 置 し ま す の で ， 申 請 し ま す 。  

記  

１  所 在 地  

２  名 称  

３  目 的  

４  用 途 地 域  

５  規 模 ： 敷 地    ㎡ ・ 地 下  階 ・ 地 上   階   戸   区 画  

６  建 物 高      ｍ  

７  開 発 行 為 ・ 建 築 行 為  

８  消 防 水 利 の 種 別  

 (1) 防 火 水 槽   ㎥   基  

  （ 空 地 用 ,道 路 用 ,二 次 製 品 ,現 場 打 ち ， 地 中 ば り ）  

 (2) 消 火 栓    ㎜   栓  

９  土 地 及 び 施 設 の 帰 属 に つ い て  

  柏 市 に 帰 属 す る   ・   事 業 主 が 管 理 す る  

10 事 業 主 が 管 理 す る 場 合 の 標 識 並 び に 防 護 施 設 は ， 消 防 局 の 指 示  

 又 は ５ 年 毎 に 事 業 主 が 取 替 え ま す 。  

第 １ 号 様 式  



11 工 事 実 施 予 定  

    年   月   日  ～     年   月   日  

12 添 付 図 面  

 (1) 案 内 図 ・ 公 図 （ 写 し 可 ）  

 (2) 土 地 利 用 計 画 図（ 防 火 水 槽 及 び マ ン ホ ー ル ，採 水 口 ，水 利 標  

  識 の 位 置 等 が 識 別 で き る も の ）  

 (3) 防 火 水 槽 構 造 図・設 置 詳 細 図 ，標 識 及 び 採 水 口 ，鉄 蓋（ 落 下  

  防 止 柵 付 ）の 承 認 図 ，フ ェ ン ス 及 び ポ ー ル の 構 造・詳 細 図 ，建  

  物 等 の 平 面 図  

 (4) 型 式 認 定 証 の 写 し （ 二 次 製 品 の 場 合 ）  

 (5) プ ー ル を 設 置 す る 場 合 は ， 揚 水 時 間 表 示 図 （ 図 ７ 参 照 ）  

 (6) そ の 他 ， 消 防 局 長 が 必 要 と す る 図 面  

13 工 程 写 真 の 提 出  

  各 工 程 写 真 を 竣 工 検 査 後 ， 速 や か に 提 出 し ま す 。  

14 防 火 水 槽 の 検 査  

  下 記 工 程 の 検 査 を 受 け る 際 は ，検 査 日 の ５ 日 前 ま で に 検 査 申 請  

 書 を 提 出 し ま す 。  

15 そ の 他  

  （ 事 業 主 が 管 理 す る 場 合 ）工 事 完 了 後 ，消 防 法 第 ２ １ 条 の 規 定  

 に よ る 指 定 消 防 水 利 と し て 置 く こ と を 承 諾 し ま す 。  

検 査 経 過  

 検 査 実 施 年 月 日  検 査 員  

割  栗 ・ 砕  石  敷  検  査    

配 筋 検 査 

（ 地 中 ば り 等 ）  

底  版    

側  版    

頂  版    

躯   体   検   査    

竣   工   検   査    

検 査 記 録  



                    年   月   日  

 

柏 市 消 防 局 長   宛 て  

 

住 所  

事   業   主  氏 名  

電 話  

 

住 所  

設 計 （ 施 工 ） 者  氏 名  

電 話  

 

検査（防火水槽）申請書  

 

 標 記 の こ と に つ い て ， 検 査 を 下 記 の と お り 実 施 願 い た く 申

請 し ま す 。  

１  検 査 日 時    年    月    日     時    分   

２  検 査 場 所  柏 市                     

３  工 事 名 称                        

４  検 査 項 目  ( 1 )  割 栗 ・ 砕 石 敷  

       ( 2 )  配 筋 （ 底 版 ・ 側 版 ・ 頂 版 ）  

       ( 3 )  躯 体 （ 防 水 ）  

       ( 4 )  竣 工  

       ※  項 目 を ○ で 囲 む 。  

※  躯 体 検 査 は ， 防 水 処 理 後 に 検 査 を 実 施 し ま す 。  

※  二 次 製 品 使 用 の 場 合 は ， 配 筋 検 査 を 省 略 し ま す 。  

※  漏 水 検 査 は ， 充 水 後 か ら １ 週 間 分 の デ ー タ を 記 録 し て く  

 だ さ い 。  

        問 い 合 わ せ 先  

        柏 市 松 葉 町 ７ － １ ６ － ７  

        柏 市 消 防 局  警 防 課  警 防 担 当  

        Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ４ － ７ １ ３ ３ － ０ １ １ ７（ 直 通 ） 

        Ｆ Ａ Ｘ  ０ ４ － ７ １ ３ ３ － ４ ０ ０ ０  

    メ ー ル ア ド レ ス  k e i b o 1 @ c i t y . k a s h i w a . c h i b a . j p  
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